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常任委員会ほか
一般会計予算の増額補正 総  務

（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予
算
、

継
続
費
、
債
務
負
担
行
為
及
び

地
方
債
の
補
正
で
あ
り
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
16
億
１
千
506
万
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
518
億
７
千
449

万
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

継
続
費
の
補
正
に
つ

い
て
、
補
正
後
の
年
割
額
が
平

成
28
年
度
と
29
年
度
に
二
等
分

さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

□
当
局　

船
形
堤
外
排
水
路
改

修
事
業
計
画
書
の
作
成
業
務
に

つ
い
て
、
国
と
の
協
議
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
当
初
よ
り

二
年
間
を
予
定
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
報
告
書
の
半
分
程
度

は
28
年
度
に
で
き
る
も
の
と
見

込
ん
で
お
り
、
出
来
高
が
低
か

っ
た
場
合
は
、
29
年
度
に
繰
り

越
す
も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

土
地
改
良
施
設
の
維

持
管
理
適
正
化
事
業
拠
出
金
の

事
業
内
容
は
。

□
当
局　

適
正
化
事
業
自
体
は
、

土
地
改
良
施
設
に
関
し
て
数
年

に
一
回
実
施
す
る
程
度
の
比
較

的
小
規
模
な
補
修
に
対
し
て
補

助
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
り
、
国
と
県
と
事
業
主
体
そ

れ
ぞ
れ
が
30
％
ず
つ
を
５
年
間

に
わ
た
り
積
み
立
て
て
行
う
も

の
で
あ
る
。
事
業
内
容
に
つ
い

て
は
、
出
洲
及
び
新
江
川
の
排

水
機
場
の
補
修
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

■
委
員　

障
害
者
福
祉
費
負
担

金
及
び
児
童
扶
養
手
当
負
担
金
、

障
害
児
通
所
給
付
費
負
担
金
は

そ
れ
ぞ
れ
何
名
分
を
想
定
し
て

い
る
か
。

□
当
局　

障
害
者
福
祉
費
負
担

金
は
22
名
を
想
定
し
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当
負
担
金
に
つ
い

て
は
27
名
を
想
定
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
に
４
月
か
ら
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
分
、
ま
た
、
第
二
子

と
第
三
子
の
加
算
分
等
も
含
ん

で
い
る
。
障
害
者
通
所
給
付
費

負
担
金
の
１
つ
は
児
童
発
達
支

援
で
、
年
間
日
数
約
７
千
日
を

予
定
し
て
お
り
、
月
別
の
換
算

で
は
、
約
66
人
程
度
に
な
る
。

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
年
間
１
万
５
千
日
程
度

を
予
定
し
て
お
り
、
実
質
人
数

に
つ
い
て
は
、
月
別
で
平
均
約

130
人
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

■
委
員　

放
射
能
対
策
東
京
電

力
株
式
会
社
賠
償
金
の
内
訳
は
。

□
当
局　

27
年
度
に
補
修
事
務

所
が
側
溝
清
掃
及
び
道
路
清
掃

等
を
行
っ
た
が
、
汚
泥
の
処
分

費
の
単
価
が
震
災
前
に
比
べ
上

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
差
額
を
請

求
し
た
も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

標
的
型
攻
撃
メ
ー
ル

対
策
訓
練
の
内
容
と
委
託
先
は
。

□
当
局　

年
金
機
構
の
情
報
漏

え
い
事
件
を
受
け
対
策
の
１
つ

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

職
員
に
対
し
て
疑
似
的
な
不
審

メ
ー
ル
を
送
信
し
、
攻
撃
に
対

す
る
的
確
な
知
識
と
判
断
能
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
訓
練
で

あ
り
、
訓
練
回
数
は
２
回
を
予

定
し
て
い
る
。
委
託
先
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

■
委
員　

夢
ま
る
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
市
町
村
負
担
金
の
内

容
は
。

□
当
局　

犯
罪
抑
止
を
目
的
に

警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
方
に
防
犯
推
進

員
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
防
犯
車

両
の
青
色
回
転
灯
搭
載
車
に
つ

い
て
千
葉
県
遊
技
業
協
同
組
合

と
千
葉
テ
レ
ビ
放
送
、
ベ
イ
エ

フ
エ
ム
が
設
立
し
た
夢
ま
る
ふ

ぁ
ん
ど
に
よ
り
千
葉
ふ
る
さ
と

振
興
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、

寄
附
が
受
け
ら
れ
る
状
態
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

登
録
諸
費
用
等
に
つ
い
て
は
、

市
の
負
担
に
な
る
こ
と
か
ら
、

予
算
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
あ
る
。

■
委
員　

Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
経

路
と
感
染
の
経
緯
は
。

□
当
局　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
Ｂ
型

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
が
血
液
や
体
液

を
介
し
感
染
し
て
起
き
る
肝
臓

の
病
気
で
あ
り
、
感
染
経
路
は
、

垂
直
感
染
と
水
平
感
染
に
分
け

ら
れ
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

母
親
か
ら
出
生
時
に
母
子
感
染

す
る
も
の
を
垂
直
感
染
と
い
う
。

水
平
感
染
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
方
と
の
濃
厚

接
触
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
性
交

渉
、
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

血
液
の
輸
血
や
注
射
器
の
使
い

回
し
、
あ
る
い
は
針
刺
し
の
事

故
な
ど
に
よ
っ
て
感
染
す
る
も

の
で
あ
る
。

◆
賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
５
号　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

改修中の新江川排水機場

請願・陳情の趣旨説明
　請願・陳情の提出者は、希望により審査する委員会において趣旨説明をすることができます。
ご不明な点がございましたら、議会事務局までお問い合わせください。



5

常任委員会ほか

（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予
算

の
補
正
で
あ
り
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
千
983
万
９
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
234
億
９
千
955
万
９
千

円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

療
養
給
付
費
交
付
金

の
過
年
度
分
の
増
額
理
由
は
。

□
当
局　

被
用
者
保
険
が
拠
出

す
る
支
払
い
基
金
か
ら
交
付
さ

れ
る
交
付
金
に
つ
い
て
平
成
27

年
度
の
精
算
が
確
定
し
た
こ
と

か
ら
追
加
交
付
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

■
委
員　

介
護
納
付
金
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
は
、
40
歳
か
ら

65
歳
の
第
２
号
被
保
険
者
の
人

た
ち
の
掛
け
金
率
が
変
わ
っ
た

と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

□
当
局　

お
見
込
み
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
掛
け
金
率
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
の
ほ
う
か
ら

金
額
が
か
わ
っ
た
と
い
う
通
知

が
来
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に

あ
わ
せ
て
補
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

◆
全
会
一
致
で
可
決

議
案
第
６
号　

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
提
案
理
由
）　

待
機
児
童
等
の

解
消
を
進
め
る
た
め
市
立
清
水

保
育
所
、
市
立
北
部
保
育
所
及

び
市
立
木
間
ケ
瀬
保
育
所
の
定

員
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
用

字
用
語
の
整
備
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

■
委
員　

各
施
設
、
何
名
の
子

供
が
増
え
る
予
定
な
の
か
。

□
当
局　

清
水
及
び
北
部
保
育

所
に
つ
い
て
は
、
現
行
120
名
を

10
名
増
や
し
130
名
の
定
員
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
木

間
ケ
瀬
保
育
所
は
、
現
行
90
名

を
10
名
増
や
し
100
名
の
定
員
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

保
育
士
を
増
や
す
予

定
は
あ
る
の
か
。

□
当
局　

現
行
の
職
員
数
で
運

営
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

■
委
員　

木
間
ケ
瀬
保
育
所
は

駐
車
場
が
な
く
、
地
域
住
民
か

ら
も
苦
情
が
出
て
い
る
が
、
駐

車
場
整
備
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

□
当
局　

園
舎
の
後
ろ
側
の
土

地
を
借
用
し
駐
車
場
と
し
て
お

り
、
送
迎
の
際
に
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
保
護
者
に
伝
え
て
い

る
が
、
一
層
の
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
委
員　

木
間
ケ
瀬
保
育
所
は

園
庭
が
狭
く
遊
ぶ
の
も
大
変
だ

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
保

育
所
の
隣
り
の
民
地
を
市
が
借

り
て
整
備
し
、
園
庭
と
し
て
使

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

□
当
局　

民
地
の
利
用
計
画
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

今
回
の
定
員
増
に
つ
い
て
は
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

公
定
価
格
の
制
度
に
基
づ
き
、

入
所
定
員
の
120
％
を
超
過
す
る

と
減
算
措
置
が
取
ら
れ
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
入
所

人
数
そ
の
も
の
を
増
や
す
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

◆
賛
成
多
数
で
可
決

（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予
算

の
補
正
で
あ
り
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
２
千
223
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
３
千
923
万
２
千
円

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
全
会
一
致
で
可
決

市立保育所設置及び管理に関する条例の一部改正 文教福祉

議
案
第
７
号　

平
成
28
年
度
用
地
取
得
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

議
案
第
３
号　

市
立
保
育
所
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

会議録をご覧ください
　市議会だよりに掲載の審議内容や一般質問は紙面の都合により要約してありますので、詳しい内容は
会議録をご覧ください。会議録は次の場所で閲覧することができ、１１月下旬に配置する予定です。
　　　◇市内各図書館　 ◇市内各公民館 　　◇谷吉会館、七光台会館、島会館、関宿会館
　　　◇議会資料室（委員会会議録も含む） 　　　 ◇情報公開コーナー(市役所総務課内)

会議録及び委員会の会議録は、市議会ホームページでもご覧いただけますのでご利用ください。

環境経済 国民健康保険特別会計の増額補正

建
設


